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（ 専門科目 ） 
 

 

 

情報工学専攻 

 

受験番号                          氏    名                              

 

 

４科目（コンピュータアーキテクチャ，データ構造とアルゴリズム，情報数学，

オペレーティングシステム）のうちから３科目選択して解答すること 

 

 

注  意 

１．問題の内容についての質問には応じません。 

２．問題枚数は各科目１枚です。 

３．関数電卓（電池式・ソーラー式）の使用を認めます。ただし，電子辞書機能，

プログラム機能の無いものとします。 
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 前 期 課 程                                              No.    

 

試験日 令和６年１０月５日 

令和７年度 

日本大学大学院工学研究科博士前期課程入学試験問題 

試験科目（ データ構造とアルゴリズム ） 

受験番号         専攻          氏名               

 

1． キューを配列で実現し，その先頭要素と末尾要素が繋がっている

円形の循環構造をしたキューをリングバッファと呼ぶ．このリングバッ

ファを実現するために，次の変数を定義する． 

MAX : キューに格納できる最大データ数, num : 現在格納されて

いるデータ数, front : 先頭データが格納されている配列インデックス 

rear : 次にデータが格納できる配列インデックス（末尾データの隣） 

例えば，サイズ 12 の配列で実現された MAX=12 のリングバッファで

num=3, front=1, rear=4 の状態を図 1 に示す．図中の数字は配

列インデックスで，灰色の要素にデータが格納されている．図 1 へデー

タを 1 つ格納（エンキュー）すると図 2 の状態となり，図 2 からデータを

1つ取り出す（デキューする）と図 3の状態となる 

 

 

 

 

      図 1             図 2             図 3 

(1)リングバッファを実現する配列を x[MAX]とすると，リングバッファに

1 つのデータをエンキューする手続きを箇条書きで記せ．また，キュー

が満杯でエンキュー出来ない場合のエラー回避の条件分岐と上記の変

数の更新も記述せよ． 

(i)num>=maxのとき，「キューが満杯」と表示して終了 

(i)でないとき， 

(ii-1) x[rear]にデータを格納し，num と rearを 1増やす 

(ii-2) rear >=max のとき，rear=0 とする   ５×２＝１０点 

(2)リングバッファから 1 つのデータをデキューする手続きを箇条書きで

記せ．また，キューが空の場合のエラー回避の条件分岐と上記の変数

の更新も記述せよ． 

(i)num=0のとき，「キューが空」と表示して終了 

(i)でないとき， 

(ii-1)x[front]を取りだし，front を 1増やし，numを 1減らす 

(ii-2)front>=maxのとき，front=0 とする  ５×２＝１０点 

 

2.配列 a のインデックス left から right(>right)を昇順に整列

するクイックソートのアルゴリズムを下に示す．  

手順 1)配列の整列対象領域の左端のインデックス left を pl，右

端のインデックス right を pr とする． 

手順 2)枢軸値 x を x=a[(pl+pr)/2]と選らぶ 

手順 3)a[pl]≧x となるまで pl を 1 ずつ増やす． 

手順 4)a[pr]≦x となるまで pr を 1 ずつ減らす． 

手順 5)pl≦pr ならば a[pl]と a[pr]を交換し，pl を１つ増やし，

pr を 1 つ減らして手順 3 へ．そうでなけらば手順 6 へ． 

手順 6) left<pr ならば「left から pr までのｸﾞﾙｰﾌﾟ」を再帰的

にクイックソートのアルゴリズムで整列させる． 

手順 7) pl<right ならば「pl から right のｸﾞﾙｰﾌﾟ」を再帰的に

クイックソートのアルゴリズムで整列させる． 

上のアルゴリズムに従い整列が完了するまで，(i)手順 1 での pl, 

pr, x の値，(ii)手順６に進む直前の left から right までの配列

データの値，(iii)ソート終了後の全データの値を実行順に，例に

習い記述せよ．ただし整列対象は下の配列 a のデータである（た

だし，裏面に解答してもよい）． 

i 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

a[i] 18 11 3 13 6 7 1 4 5 12 2 9 10 

例） 

(i) left=0, right=12, x=a[6]=8 

-------------------- ここから解答 -------------------------- 
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日本大学大学院工学研究科博士前期課程入学試験問題 

試験科目（ 情報数学 ） 

受験番号   専攻  氏名

注意：計算の途中経過も示しなさい．裏面使用可能です． 

１．1 から n までの n 個の自然数の並べ替えを考えます．例

えば，n=3 の時には，数字 1，2，3 を並べ変え，3，1，

2 にする写像 

s： 1→3, 2→1，3→2 

を置換と呼び，𝑠𝑠=�1 2 3
3 1 2� と表します．上段の数値を並

べ替えて下段の数値とします．置換の特別な場合で何も移

動させない置換を 𝐼𝐼=�1 2 3
1 2 3� と書き恒等置換と呼びま

す． 

(1) n=3 の時，数字 1，2，3 についての相異なる置換をすべ

て求めなさい．

(2) n=k の時，相異なる置換の個数を k で表しなさい．

(3)置換，𝑠𝑠=�1 2 3
2 3 1� と，𝑡𝑡=�1 2 3

3 1 2� から作られた

3x3 の行列 

(3)置換，𝑠𝑠=�1 2 3
2 3 1� と，𝑡𝑡=�1 2 3

3 1 2� から作られた

3x3 の行列�
1 2 3
2 3 1
3 1 2

�は、どの行にもどの列にも重複する要

素がなく、ラテン方陣と呼ばれています。�
1 2 3
2 3 1
3 1 2

�と

�
2 3 1
3 1 2
1 2 3

�のように、列を入れ替えただけのものは同一のも

のと扱われます。 

．  

 4x4 のラテン方陣で 1 行目が 1,2,3,4 のものは 2 つ存在し

ます。その２つのラテン方陣を示しなさい。 

 [解答欄] 

２．行列 𝐴𝐴=�62
2
3� について次の問に答えなさい．

(1) の特性方程式（固有方程式）を求めなさい．

(2) の固有値をすべて求めなさい．

(3) の固有値を とするとき，対応する固有ベクトル

をすべて求めなさい． 

(4) (3)で求めた の固有ベクトル を列ベクトルとす

る行列 で直交行列となるものを１つ求めなさい．  

(5) を求めなさい．

(6) を求めなさい．

(7) 正の整数 に対して， を求めなさい． 

 [解答欄 






